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経済学部・堀ゼミ3年生がお薦めする「経営者が書いた本」（2） 

あなたのこころは乾いていませんか？ 

 何のために生きるのか？ この問いに私は、“自分の名前が世の中に残るような生き方をしたい”と答えた。しかしこの本に書かれている事はもっと根本

的な事であり、戦後の日本を生き抜いて来た著者達の苦難の経験から、多面的に描かれている。 

 今の日本はどこか歯車が狂って来ている。私はこの本をまず自分と同年代の人達に読んでもらいたいと思った。今の世の中、平気で人を殺したり、自分

の命を軽く捨てる人が多くなっているのは事実である。ニュースを見ても、毎日のように誰かが死んでいる。なぜそうなってしまったのか？それは日本人

のこころが乾いてしまったからである。知識ばかりを大事にした結果、日本独特の情の文化、つまりこころが忘れ去られてしまったのである。 

 本文の一節に次の言葉があった。「死ぬときは、生まれてきたときのたましいよりも、もっと美しいものにしておきたい。」 

 稲盛さんのこの言葉を聞いて自分もそうありたいと思ったし、感銘を受けた。自分が生きて行く中で、たましいが美しいかなんて考えもしなかった。さ

らに「運命はこころのありようによって変えられる」とも述べている。当たり前かもしれないがこの言葉に勇気と希望をもらった。なぜなら著者の人生が

物語っているからだ。 

 また、五木さんもこう述べている。 

「他力の風を受けるために常に帆を張って待っていることが大切である。」 

 何かをするには自力では限界があり、他人の力も必要なのである。その風に乗るには自分が謙虚な気持ちである事が大切なのである。 

 この本は、文章が対談形式で書かれているので自分もその場にいるような感覚になり、読みながら討論する事ができる。そのため、生きるという事が何

なのか随時考えさせられた。私からすれば偉大な２人だが意義を唱えたい事もあった。私がこんな事を言うのは失礼なのは重々承知である。例えば今の若

者は内容のない歌ばかりを聞いているとか、宗教の重要性など。私にとって ELLEGARDEN（インディーズロックバンド）が作る音楽は著者が言ってい

るような歌と同等の意味を持つし、無神論者でも良いように思えた。一つの宗教を信仰するのは良い事かもしれないが、別に必然性は無いと思ったからだ。

しかし読んだ事は無駄では無く、考える事が重要だと思った。また得る事の方が多かったと思う。 

 これから就活をする人にとっては自分を見直せる良い本なので、是非読んでもらいたい。      （評者：青木 洋） 


